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重度の肢体不自由と知的障害を併せ有する重複障害児の共同活動に関する事例的研究 

－係わり手との相互作用に視点をおいて－	 

川上	 萌 
 

Ⅰ	 問題と目的	 

	 重度・重複障害である子どものコミュニケーシ

ョンにおいては周囲の人とともに取り組む活動

（共有する活動）が持ちにくいことから、周囲と

つながることは乏しくもあり、困難である（土

谷,2006）。	 

土谷（2006）は、子どもと係わり手が活動を共

有することで、一体感や喜びによる情動の共有が

うまれ、その経験が喜びに満ちたものであればあ

るほど、子どもの行動は、その経験を踏まえた表

出となり、能動的、自発的、創造的なものになる

（土谷・菅井,2000）としている。	 

	 また、松井（1980）は、障害のある子どもとの

係わり合いにおいて音楽が多く使用される理由と

して、音楽の非言語コミュニケーション手段とし

て比較的容易に使用することができる点を挙げ、

音楽そのものがコミュニケーションとしての意味

をもち、音楽的対話といえるような現象が現われ

るということを指摘している。	 

	 音楽を伴うコミュニケーションとして、「BED-	 

MUSIC」技法が挙げられる（松井,1989）。この

「BED-MUSIC」技法は治療者と子どもが共同作業で

音楽を創造していく意味合いが強い（土野，1997）

という指摘がある。	 

	 以上のことから、重度の肢体不自由と知的障

害を併せ有する重複障害である子どもを対象に、

共同活動の観点から音楽活動に取り組むことが、

係わり手との相互作用を促進する上で有効である

ことを事例的に明らかにすることを目的とした。	 

Ⅱ	 方法	 

1  対象児	 
	 A 特別支援学校に通う、重度の肢体不自由と知

的障害を併せ有する男児Ｙ（小学部４学年）を対

象とする（以下Ｙ）。対象児は、視覚障害と診断さ

れていないものの、視覚に困難があると推測され

る。ひとり遊びに終始しがちで、他者と何かを一

緒に楽しむという経験にも乏しい。音楽に合わせ

て笑う様子や、メロディーに合わせて声を出す様

子が見られる。	 

２	 資料収集及び分析の方法	 

	 20XX年 12月から 20XX+１年７月までの期間にA

特別支援学校の教室で週１回のセッション（全１

５セッション）を実施した。ただし、そのうち１

セッションはＹの体調不良のため分析の対象から

は除いた。	 

	 係わり手（以下Ｋ）は対象児に対し、オーシャ

ンドラム、キーボードを提示し、楽器遊びにかか

わった。	 

	 ビデオ記録をもとに音楽活動全体のトランスク

リプトを作成した。三宅ら（1974）、前田・小林

（2000）、BED-MUSIC 技法（松井，1989）を参考に

Ｙの動作・発声、Ｋの働きかけ・受け応えを分析

するためのカテゴリーを作成し、カテゴリー表（表

１・２）を用いて、Ｙの動作・発声、Ｋの働きか

け・受け応え、Ｙの表出（視線、身体接触、発声、

笑顔の生起）を分析した。	 

表１	 Ｙの動作・発声
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表２	 Ｋの働きかけ・受け応え	 

	 

Ⅲ	 結果と考察	 

１	 係わり手への接近行動について	 

	 係わり手への接近行動は、生起時間が増加した

（図 1）。このことから、共同活動としての音楽活

動は、Yの係わり手への接近行動を促進し、Yの自

発性・能動性を培う上で意義あることであったと

推察される。さらに、Yが他者に関心を持ち、気

持ちを向けているという時間を増加させただけで

なく、継続的に他者へと接近する状況を作り出す

上でも有効であったと考えられる。	 

	 

２	 主張について	 

	 Y の主張の生起時間は減少したが、応答・同調

の生起時間は減少しておらず、係わり手への接近

行動に関しては増加傾向にあった（図 1）。このこ

とから、Yの主張の減少は、ただ単に受動的にな

ったのではなく、共同活動としての音楽活動の蓄

積により、他者であるＫの行動や声かけに注意を

向け、同調することができるようになったという

ことが推察される。	 

	 また、図２に示した通り、後半のセッション

10~14 においては、Kの提案の生起回数が多かった。

また、図１に示したように、セッション 10~14 は、

Y の主張の生起時間が少ない。このことから、K

は、Y の主張の減少を受けて、共同活動としての

音楽活動のなかで提案をすることができるように

なったのではないかと考えられる。	 

	 さらに、図 1に示したように Yの主張において

は、セッション 11 以降、大幅に減少している。こ

のことから、Yはセッション 10 において、他者の

提案を受けいれて、同調していく面白さを学習し

た為に、以降、Ｋの提案を受け入れて、主張を減

少させていったのではないということが考えられ

る。	 

３	 情動表出について	 

	 Y の情動表出は全体的に増加する傾向にあった

（図 1）。また、笑顔の生起時間も増加している（図

３）ことから、喜びや楽しさなどの情動表出が増

加したと考えられる。	 

４	 K に向けられた視線	 

	 Y の K に向けられた視線に関しては、セッショ

ンによる変動が大きかった（図３）。このことから、

Yは視線をつかって他者に伝えることが少ないの

ではないかということが推測される。	 

５	 身体接触	 

	 身体接触の生起時間は増加傾向にあった（図２）。

また、情動表出の生起時間も増加しており（図 1）、

笑顔の生起時間も同じく増加している（図２）こ

とから、共同活動としての音楽活動を重ねること

により、Yは係わり手である Kと、触覚を通して

高まる正の情動を共有していったということが考

えらえる。	 

６	 笑顔	 

	 笑顔の生起時間は共同活動としての音楽活動を

重ねるにつれ徐々に増加した（図３）。また、図 1

に示した通り、Ｋへの接近行動の生起時間は増加

しており、身体接触の生起時間も同じく増加して

いる。したがって、共同活動としての音楽活動を

蓄積することにより、Yは喜びや楽しさを伴った	 

笑顔を多く表出できるようになったこと、そして、

Yが喜びに満ちた時間を多く過ごせるようになっ

たということが推測される。	 



18-3 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	  

図１	 Yと Kの相互作用について 
―Yのカテゴリー別生起時間の推移―	 

図２	 ＹとＫの相互作用について	 

―Kのカテゴリー別生起時間の推移―	 
	 

	 また、Y の笑顔の生起時間の増加は、共同活動

としての音楽活動により、本児が他者である Kを

信頼した上で、喜びや、一体感をともに得、笑顔

を見せる時間が増えていったことを意味している

と考えらえる。	 

７	 発声	 

	 図 1 に示した通り、発声の生起時間はばらつき

があった。しかし、全 14 セッションのなかで、セ

ッション５・７・10 の発声の生起時間が突出して

いることが分かる。特にセッション５では初めて

Ｋによるキーボードを用いた曲の演奏を取り入れ

た。すると、Yは曲の演奏開始時には、まるで何

かに気づいたかのように「オウ」と発声したり、

演奏の進行にあわせて「デタ―」「アー」といった

発声をしたりする様子が見られた。このことから、

Kが曲を演奏するという意外性と、Kが演奏した曲

のメロディーが Yの発声を誘発したのではないか

と考えられる。	 

	 また、前半は発声が増加したものの、後半は生

起時間の増加が見られなかった。しかし、図 1に

示した通り、応答・同調が減少しなかったこと、

係わり手への接近行動が増加したことから、発声

が増加しなかったのは、活動に消極的になったり、

拒否反応を示したりしたことの表れではないこと

だと考えられる。	 

	 特に、K の曲の演奏の導入以降は身体接触の生

起時間が増加したことから、Yは発声に重点を置

かずに、Kと身体を触れ合わせながら音楽を楽し

み、情動を共有していたのではないかと推察され

る。	 

８	 楽器別の比較	 

	 本研究では、打楽器であるオーシャンドラムと、

キーボードを使用し、共同活動としての音楽活動

を行った。結果、図４に示した通り、Yの表出は、

キーボードを使用しての活動の方が、多いという

ことがわかった。	 

	 特に、身体接触の生起時間の差が顕著であった

が、キーボードを使用することにより身体接触を

引き出しやすい要因として考えられることが２つ

ある。	 

まず一つ目に、キーボードはメロディアスな楽

器であるという要因が考えられる。このことから、

本児の情動に応じた語りかけに似たやりとりが、

より細かくできたのではないかと推察される。	 

二つ目の理由として、キーボードは、Yが多様

に活動に取り組める楽器であったからということ

が考えらえる。KがYに対して活動を提案したり、

メロディーで Yを誘い出したりしたことが、結果

的に、Yの身体接触の生起時間の増加を誘発させ
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図３	 Ｙの表出の生起時間の推移	 

	 

図４	 Yの全セッションを通した楽器ごとの表出 
	 

る状況を作り出すことができたのではないかと推

察される。	 

以上のことから、本児の表出を高めるにあたり、

キーボードがより有効であったことが考えられる。	 

Ⅳ	 全体考察	 

相互作用に関する検討の結果、共同活動として

の音楽活動に取り組むことによって促進されたコ

ミュニケーションの観点は次の３点が挙げられる。	 

一つ目に、Yによる係わり手への接近行動が増

加したことは、Yが活動を自己完結させるのでは

なく、他者とともに共有することへの気づきを促

すことができたと捉えることができたことを示し

ている。	 

二つ目に、Yが活動時の主張を減少させ、Kに同

調できるようになったことで、自身の行動と相手

の行動とを重ね合わせて、自己調整する力をつけ

ることができたということが考えられる。Yは共

同活動としての音楽活動の中で、他者の存在に気

づき、相手の行動を待ち、自らの行動をおこすこ

とができるようになった。また、自身の発信のみ

でなく、相手の行動を受信し、それを楽しむこと

ができるようになった。	 

三つ目に、Yの情動表出が増加したことにより、

他者に気持ちを表現することの楽しさを知ること

ができたということが考えられる。Yが表出を高

めていったということは、笑顔、身体接触の増加

からも窺える。Yが K との共同活動としての音楽

活動を重ねるにつれて、他者が自身の表出を受け

止めてくれるということの安心感に気づき、「もっ

と相手に伝えたい」という思いをもつことができ

たのではないかと考えられる。	 

	 本研究では、Yと係わり手である Kとの音楽活

動における相互作用について検討を重ねることに

よって、共同活動としての音楽活動が、Kと Y の

相互作用を促進する上で有効であることが明らか

となった。	 

	 しかし、本研究では係わり手は Kひとりに限定

されており、他の大人や友達と活動を共有するに

は至らなかった。Yをとりまく環境は日々変化す

るものであり、Yはこれからもたくさんの人と生

活をともにすることになる。その中で、より多く

の人と活動や情動を共有することが Yの生活を豊

かにするものであると考えられる。今後は、Yが

係わり手に拘らず、様々な相手と活動を共有して

いく方策を明らかにしていく必要がある。	 
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